



























































































































































































れるのが、メアリー・ルイーズ・プラットが『帝国の眼ざし』（Imperial Eyes: Travel 
Writing and Transculturation,Routledge,1992）において提起する「接
コンタクト・ゾーン
触領域」の概念で
ある。戦場における加害と被害、支配と非支配という関係性が埋め込まれた生者による死
者の弔いや亡霊の出現というかたちの接触も、接触領域のように異なる民族同士の植民地
的遭遇の空間と同じように暴力的な政治や根源的な不平等といった非対称的な権力関係を
常に含んでおり、相互行為的・即興的次元のなかでそれぞれの主体が動態的に構築されて
いくからである。
さらに著者は、プラットの接触領域の概念を援用したジェイムズ・クリフォードの論文
「接触領域としてのミュージアム」（『ルーツ―二十世紀後期の旅と翻訳』所収、月曜社、
2002年）を参照する。帝国はその版図を拡大するにあたって、被植民者や先住民族を抑圧・
搾取し、「保護区」に強制移住させて隔離し、文化を奪って同化し、いずれ滅んでしまう
ものとしてきた。そしてそれらの人々が使っていたモノは版図拡張の成果・シンボルとし
てミュージアムのコレクションとなって収集・展示してきた。しかしながら今日ミュージ
アムは、かつて滅ぶべきものとされた被植民者や先住民族の人々が祖先たちが使っていた
モノに接して自分たちのかつての文化を学び復興していく場にもなっている。そしてまた
植民者であるかつての帝国の人々やミュージアムのキュレーターたちも、被植民者の子孫
たちとの対話と交流を通じて、自らの支配・暴力の歴史を批判的に問いなおす。このよう
な接触領域としてのミュージアムのような場が、亡霊と接触する弔いの場においても成り
立ちうるのではないかと著者は述べる。
他の章が、民俗や民話、書物や新聞記事、文学や詩などにもとづきながら考察が深めら
れているのに対し、この章では具体的な例がほとんど取りあげられない。そのため、文章
から著者の強いメッセージを受取ることはできたが、クリフォードの論文名を捩れば「接
触領域としての弔い」とでも名付けられると思われる場は具体的にどのようなものなのか
はわかりにくかった。前章の冒頭で紹介されている辻まことの「山賊の話」や、2004年
の台湾先住民による靖国神社から祖霊を奪還する儀礼の執行計画、中国人の亡霊譚は、「接
触領域としての弔い」を示唆するものかもしれないが、そこでどのようなことが成し遂げ
られ、そこにはらまれる政治性はどのようにものなのかを論じていくことは、いまだ死者
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に寄り添いその語りに耳を澄ませようとする者に与えられた課題だといえるだろう。
幼子の弔いからはじまり、戦死者の弔いと亡霊譚を論じてきた本書は、終章の「亡霊と
弔い、そして和解、もしくは逡巡」において、能の「八島」「忠霊」、目取真俊が1997年
に発表した沖縄戦をめぐる亡霊の訪れを描いた小説である『水滴』（文藝春秋）の考察を
へて、家族写真と弔いの関係が取りあげられる。「肖像写真や家族写真であれ、プリクラ
であれ、さらには風景写真であれ、写真はすべて遺影なのであり、たえず〝遺影の故人史〟
の語りを喚起してやまないといえる（331〜332頁）」という印象的な言葉が掲げられる。
そして2011年３月11日に起こった東日本大震災の津波によって流された家族写真を探し
求めた人々や、破損し汚れた家族写真を修復・洗浄するボランティア活動について新聞記
事にもとづき考察しながら、我々が日々何気なく行なっている、家族写真を撮り、眺める
営みが、実は〝遺影の故人史〟を紡ぎ出すものであることを指摘し、弔いにおける写真の
介在という問いの地平を展望して本書は結ばれる。
以上のように本書は、生者と死者がそれぞれ訪ねる／訪ねられる弔いについて論じるも
のであるが、では第三者である研究者はいかなる存在として弔いの場に立ち会うことがで
きるのだろうか。この点について著者は「伝承―解釈者」というポジションを提示してい
る（264頁）。亡霊について論じる研究者は物語の伝承者と同じ立場にあるともいえるが、
異版をつくるのではなく、解釈するに過ぎないからだ。そして「亡霊が生者の日常世界に
亀裂を入れて、異界を構築し、亡霊譚を生成させる場を出現させる」ように、伝承―解釈
者は「亡霊と亡霊譚を再現させる場をあらためて設定し構築する〝亡霊的な存在〟」であ
ると位置づけている（264頁）。夢幻能では死者の亡霊が、第三者である旅をする「諸国
一見の僧」のもとにあらわれ、そこから物語が始まるのだが、このような亡霊の救済を媒
介する「諸国一見の僧」のような立場が伝承―解釈者としての研究者としての立場に重な
りあうとしている。このような思考からとらえるならば、本書もまた、今日まで続く国家
的な戦争の記憶と戦死者の弔いに介入し、対抗的な物語と思想をつむぎだしていく技法に
ついて論じるものであり、この意味で〝亡霊的な書物〟だといえるだろう。
 （まるやま　やすあき）
